
第１０章 地盤沈下 

 地盤沈下は、地下水や天然ガスかん水の過剰な

汲み上げ、地殻の変動、自然圧密などが原因とな

って起こり、建築物の傾斜を招くほか、地下に埋

設された水道管やガス管へ影響を及ぼす。 

 地盤沈下の進行は緩慢で確認しにくいことから

発見が遅れやすく、一度発生すると復元がほとん

ど不可能であることから、未然に防止することが

重要である。 

第１節 地盤沈下と地下水揚水量の現況 

 千葉県では、地下水や天然ガスかん水の採取な

どによる地盤変動の状況を把握し、地盤沈下防止

対策を図るため、毎年継続して精密水準測量を実

施している。本市では、君津地区と小糸地区の一

部が調査対象区域に含まれている。 

地域別・地盤変動量別面積を表 10－1に、千葉

県水準基標変動図（1年間変動図）を図 10－1に示

す。 

 調査の結果、君津地域（本市を含む近隣4市）で

は229.0㎞2で地盤沈下が見られ、その沈下量の度

合いは2㎝未満であった。 

本市における水準点を図 10－2に、地盤沈下の

調査結果を表 10－2に、地盤沈下の経年変化を図

10－3に示す。平成27年1月と比較すると、19地点

のうち9地点でマイナス変動となった。 

用途別地下水揚水量の状況を図 10－4に示す。

平成28年中の市内の1日当たりの揚水量は19,923

 で、水道用途が63％と最も多く、次いで農業用

途が22％となっている。揚水量は、市内では３年

連続で減少している。 

（表 10－1）地域別・地盤変動量別面積（平成28年1月）                （単位:㎞2） 

変動量

地域 

測量面積 

沈下量(㎝)別の地盤沈下面積 
地盤沈下が見

られない地域 
～1.99 2.00～3.99 4.00～ 計 

東    葛 
   358.2 

(  358.2) 

   293.6 

(   6.6) 

     0.0 

(    0.0) 

     0.0 

(   0.0) 

   293.6 

(    6.6) 

    64.6 

(    115.6) 

葛    南 
   253.9 

(  253.9) 

   251.6 

(   30.8) 

     0.0 

(    0.0) 

     0.0 

(   0.0) 

   251.6 

(   30.8) 

      2.3 

(    182.3) 

千葉・市原
   617.8 

(  617.8) 

   601.5 

(  148.5) 

     0.0 

(    0.0) 

     0.0 

(   0.0) 

   601.5 

(  148.5) 

      16.3 

(    251.0) 

君    津 
   264.3 

(  264.3) 

   229.0 

(   15.9) 

     0.0 

(    0.0) 

     0.0 

(   0.0) 

   229.0 

(   15.9) 

   35.3 

(     10.0) 

北    総 
   683.0 

(  643.8) 

   613.1 

(  235.7) 

    18.9 

(    0.0) 

     0.0 

(   0.0) 

   632.0 

(  235.7) 

    51.0 

(    289.5) 

九十九里 
 1,030.7 

(1,066.9) 

   907.9 

(  689.9) 

     3.0 

(    1.7) 

     0.0 

(   0.0) 

   910.9 

(  691.6) 

   119.8 

(    316.7) 

合    計 
 3,207.9 

(3,207.9) 

 2,896.7 

(1,127.4) 

    21.9 

(    1.7) 

     0.0 

(   0.0) 

 2,918.6 

(1,129.1) 

 289.3 

(  2,078.8) 

備考：（ ）内は平成27年1月 
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（図10－1） 
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(表 10－2) 地盤沈下の調査結果

標     石 標高（ｍ） 変動量 

（ ㎜ ） 

標高(ｍ) 変動量 

（ ㎜ ） 

標高(ｍ) 

番 号 場   所 26年1月 27年1月 28年1月 

KM－1 坂田橋脇（坂田） 3.0172 +1.7 3.0189 -2.0 3.0169

KM－2 道路脇(坂田663) 1.2917 +2.4 1.2941 -1.8 1.2941

旧KM－3 富士見公園 (中富) 6.2335 -0.9 6.2326 +1.4 6.2340

新KM－3 中野中央公園 (中野4丁目) 7.7099 -0.5 7.7094 +0.9 7.7103

KM－4 下水道組合第1ポンプ場 (人見) 2.2417 -1.8 2.2399 +0.8 2.2407

KM－5 路肩 (人見1289-1) 2.2406 -2.5 2.2381 +1.4 2.2395

KM－6 ㈱創成電工人見寮 (人見) 3.6408 -2.8 3.6380 +1.3 3.6393

KM－9 新日鐵住金㈱ 2.3350 +1.3 2.3363 +1.4 2.3377

KM－10 君津市役所 (久保2丁目) 10.4598 +0.1 10.4599 +0.4 10.4603

KM－11 消防署 (杢師3丁目) 13.1671 +2.1 13.1692 +0.2 13.1694

KM－12 郡ダム (郡) 49.2741 0.0 49.2741 0.0 49.2741

KM－13 大井青年館 (大井) 22.5090 +3.9 22.5129 -3.7 22.5092

KM－14 周西幼稚園 (人見1丁目) 5.3890 -2.4 5.3866 +1.7 5.3883

KM－15 道路脇（郡） 59.4428 +1.0 59.4438 -0.6 59.4432

3855 個人宅 (南子安1378地先) 30.7464 +3.1 30.7495 -2.0 30.7475

3856 外箕輪青年館 (外箕輪266) 16.0279 +2.5 16.0304 -1.4 16.0290

3857 区画整理区域内 (郡) 14.2533 +2.1 14.2554 -2.1 14.2593

11011 防火水槽脇 (六手32) 15.1650 +2.8 15.1678 -2.0 15.1658

11012 おどや (中島) 23.2357 +3.5 23.2392 -2.4 23.2368

備考：変動量は対前年数値である。なお、KM－12は、固定水準点である。

(図 10－2) 水準点の位置 
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（図10－3）地盤沈下の経年推移 

（図10－4）市内用途別地下水揚水量 
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第２節 地盤沈下の対策 

 地盤沈下は、地下水などの過剰な汲み上げが大

きな要因であることから、地下水の揚水施設の設

置については、法令等によりさまざまな規制がさ

れている。 

 本市においては、千葉県環境保全条例により地

下水の採取規制が行われており、昭和49年7月に全

域が県条例に定める指定地域となったことから、

揚水施設（揚水機の吐出口断面積が6㎝2を超える

もの）により地下水を汲み上げ、後述する「特定

用途」に利用しようとするときは、設置許可申請

が必要となった。 

許可の基準は、井戸ストレーナーの位置が350

 以深であり、吐出口断面積が21 以上の場合は

知事の許可を、21 未満であれば市長の許可を要

することとなった。 

なお、許可の基準に適合しない場合においても、

農業、水道事業等、一定の用途においては例外的

に許可が認められることがある。 

 市では、こうした揚水施設設置の手続き以外に

も、定期的に揚水量を調査し、地下水の汲み上げ

状況を監視しながら、必要最小限の取水に努める

よう指導するとともに、代替水源への転換につい

ても指導している。 

また、君津市環境保全条例では、県条例に定め

る特定用途以外の目的で揚水施設を設置しようと

するときは、特定施設として届出を義務付けてい

る。 

※ 千葉県環境保全条例に定める「特定用途」とは、

次に掲げる用途をいう。 

① 工業の用途（製造業、電気ガス供給業、物品

の加工修理業等） 

② 鉱業の用途（鉱物の採取、採石に従事する  

事業等） 

③ 建築物用地下水としての用途（冷暖房設備、

車庫内の洗車設備、水洗便所等に使用する 

場合） 

④ 農業の用途（水田耕作、畑地かんがい等に  

よる作物の生産、育成） 

⑤ 水道事業、簡易水道事業、専用水道事業、  

小規模水道事業の用途 

⑥ 工業用水道事業の用途 

⑦ 10ヘクタール以上のゴルフ場における散水

の用途（芝、苗木の管理育成に用いるもので、

ゴルフ練習場を含む） 

⑧ 災害等が発生した場合における、非常時の 

用途 
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